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1.は じ め に

近 年,北 米 や 日本,ヨ ー ロ ッパ,オ ース トラ リア,ニ ュー

ジ ー ラ ン ドな どの 先 進 地 域 を 中 心 に,少 子 ・高 齢 化 に 伴

う労 働 力 人 口 の減 少 は社 会 問 題 と な って い る1)。 労 働 人

口 の減 少 や 医 療 サ ー ビス利 用者 の増 加 は,医 療 保 健 従 事

者 を疲 弊 させ,看 護 の質 の低 下 を招 くこ とが予 測 され る。

わ が 国 の高 齢 化率(総 人 口に 占 め る65歳 以 上 人 口の割 合)

は23.3%で,今 後 さ ら に 高 くな る こ と が 予 測 さ れ て い

る1)。一 方 で,わ が 国 の総 人 口 は,2008年 を ピー ク に下

降 に 転 じて お り2),労 働 力 人 口 は確 実 に減 少 して い る。

そ こで,働 く こ との で き る層(若 者,女 性,高 齢者,障

害者)に 焦 点 を あ て た対 策 が 推 進 され て い る1)。 特 に,

新 卒 者 に つ い て は,就 職 後1年 以 内 の離 職 率 が2～3年

目に比 べ て高 く,新 卒 者 の安 定 した職 場 へ の 定 着 が 労 働

力人 口 の底 上 げ を可 能 に す る と して 期 待 され て い る1)。

看 護 師 につ い て は,年 々就 業 看 護 師 数 は増 加 して い る

もの の,25歳 未 満 に つ い て は2000年 を ピー クに 減 少 して

お り,2000年 か ら2008年 の8年 間 で15,689人 減 少 して い

る3)。2015年 の 看 護 師 需 給 見 通 しで は56,000人 が 不 足 す

る と推 計 され て お り4),新 卒 看 護 師 の 確 保 は重 要 な課 題

で あ る。2010年4月 に は,保 健 師 助 産 師 看護 師 法 及 び 看

護 師等 の人 材 確 保 の促 進 に 関 す る法律(2009年7月15日

法 律 第78号)が 一 部 改正 され,新 人 看護 職 員 に よ る卒 後

臨床 研 修 が 努 力 義 務 化 され た他,プ リセ プ タ ーシッ プ5),

ピ アプ ロ グ ラム6),バ ー ンア ウ トの 予 防 を 目 的 と した 介

入 研 究7～11)に関 す る報 告 もあ るが,十 分 な効 果 は得 られ

て い な い。 そ の 原 因 と して,対 象 の 問題 や 測 定方 法,予

防介 入 につ な が る予 測変 数 を特 定 で きて い な い 等 の さま

ざ ま な要 因 が考 え られ る。

そ こで,本 稿 の 目的 は,少 子 ・高 齢化 に 伴 う看護 師労

働 力人 口 の確 保 に 向 け,新 人 看護 師 を対 象 と した バ ー ン

ア ウ トに 関 す る研 究 を概 観 し,研 究 の成 果 と課 題 につ い

て 明 らか に す る こ とで あ る。

2.バ ー ン ア ウ ト と は

バ ー ンア ウ トは,職 業 性 ス ト レス に伴 う持 続 的 で 否 定

的 な心 理 的 反 応 で あ り12),離 職13～20)やうつ 病21),自 殺 企

図22)と関 連 して い る。 特 に,離 職13～15)や離 職 意 図16～20)と

バ ー ンア ウ トとの 間 に 関 連 が あ る こ と は,多 くの 研 究 で

明 らか とな って い る。

バ ー ンア ウ トは,1974年 にFreudenbergerが 報 告 して

以 来23),産 業 構 造 の変 化(脱 工 業 化 社 会)と と もに,対

人 援 助 職 を 中心 に 急 速 に普 及 して き た 概 念 で あ る24)。

1990年 代 以 降 は,対 人 援 助 職 以 外 の す べ て の 職 業 に適 応

され る よ うに な った が24),現 在 にお いて も,医 師 や 看 護

師,教 師 な どの 対 人 援 助 職 に と って 深 刻 な 問 題 で あ る こ

とに 変 わ り はな い 。

バ ー ンア ウ トの 主 な 症 状 は,バ ー ンア ウ トの 中 核 的 概

念 で あ る情 緒 的 消 耗 感(心 身 と も に疲 れ 果 て た とい う感

覚)と バ ー ンア ウ ト独 自の 特 徴 を 示 す 脱 人 格 化(ク ライ

エ ン トに対 す る冷 淡 な態 度,行 動),個 人 的 達 成 感 の 減

退(仕 事 へ の や りが い,達 成 感 の 低 下)で あ る と され,

この3徴 候 に 伴 う極 度 の 身 体 疲 労 と感 情 の 枯 渇 を 示 す 症

候 群 が バ ー ンア ウ トで あ る と定 義 さ れ て い る25)。この 情

緒 的 消 耗 感 は,過 重 業 務 な ど一 般 的 な ス ト レス 反 応 と,

脱 人 格 化 は対 人 葛 藤 な ど対 人 関 係 に関 わ るス ト レ ッサ ー

との 間 に 関 連 が あ る こ とが 報 告 さ れ て い る12,16,26)。最 近

の 調 査 で は,バ ー ンア ウ トの3徴 候 の 中 で も特 に,脱 人

格 化 は,離 職 の 予 測 変 数 とな る重 要 な 要 素 で あ る こ とが

明 らか に な って い る17,18)。

測 定 尺 度 は,主 に 上 記3徴 候 を 測 定 す るMBI

(Maslach Burnout Inventory)25,27,28)と情 緒 的 ・身 体的 ・

精 神 的 消 耗 感1徴 候 の み を測 定 す るPinesら のTedium

Scale29)に わ け られ,こ の うち,MBIは,1999年 以 前 の

バ ー ンア ウ トに 関 す る諸 外 国 の 学 術 論 文 の93%で 使 用 さ

れ て い る24)。わ が 国 で は,MBIの 日本 語 版 と して 久 保 が

作 成 したMBI改 訂 版30)や北 岡 らが 作 成 した 日本 版MBI一
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GS31),稲 岡 が作 成 したPinesの 「バ ー ンア ウ トス ケ ー ル」

(Pines　 Burnout　 Measure:PBM)日 本 語 版32)等が広 く

用 い られ,結 果 の解 釈 や 比較 を 難 し く して い る。

バ ー ンア ウ トの診 断 に っ い て は,ス ウ ェー デ ンや オ ラ

ン ダで は 精 神 医 学 の 領 域 に お い て,医 学 的 診 断 と して

MBIやICD10　 33)が使 用 され て い る一 方 で,北 米 で はバ ー

ンア ウ トは 医学 的診 断 に あ た らな い と され るな ど,一 致

した 見 解 は得 られ て い な い24)。わ が 国 で 使 用 さ れ て い る

尺 度 の うち,日 本 語 版MBI-GS31),PBM日 本 語 版32)は,

バ ー ンア ウ ト状 態 に あ るか を評 定 す る こ と はで き るが ,

医学 的診 断 と して は使 用 され て い な い。

バ ー ンア ウ トの 関連 要 因 に つ い て は,多 くの 研 究 が 行

わ れ て お り,Maslachら は,こ れ ら要 因 の 中 で も特 に重

要 な要 因 と して,個 人 要 因 で は,職 務 不 満 足 や 組 織 へ の

低 い コ ミ ッ トメ ン ト,欠 勤,離 職 意 図,離 職 を,環 境 ・

状 況 要 因 で は,過 重 業務 や コ ン トロー ル 感 の 不 足,不 十

分 な報 酬,コ ミュニ テ ィの 破綻,公 平 性 の 欠如,価 値 の

葛 藤 を挙 げ て い る。 これ ら要 因 の 中 で も,特 に,価 値 の

葛 藤 と不十 分 な報 酬 は,最 も危 機 的 な職 場 環 境要 因 で あ

る と され て い る12)。バ ー ンア ウ トは,こ の個 人 要 因 と環

境 要 因 の相 互 作 用 に よ って生 じる と言 わ れ て い る。 この

他 に,一 般 的精 神 健康 度 の 指 標 の ひ とつ で あ る神 経症 的

傾 向(General　 Health　 Questionnaire:GHQの 高 さ)と

の 関 連 が 報 告 さ れ て い る7,34,35)。GHQ36)は,英 国 のMau

dsley精 神 医 学 研 究 所 のGoldberg,D.P.に よ って 開 発

さ れ た 質 問紙 で,重 度 の精 神 病 を 除 く神 経 症者 の 症 状 把

握 や 評 価 ・発 見 の た め の ス ク リー ニ ン グ ・テ ス トと して

有 効 で あ る と され て い る。 「身 体 的 症 状 」 や 「不 安 と不

眠」,「社 会 的活 動 障 害」,「 うつ 傾 向」 の4因 子 で構 成 さ

れ,正 常 な精 神 的機 能 が働 い て い るか,自 分 自身 が 苦 痛

な で き ご と に対 処 で きて い るか を測 定 で き る。GHQと

バ ー ンア ウ トと の 関連 につ いて は,一 般 企 業 従 事 者34)や

医 師35)を対 象 に した調 査 に お いて,GHQ得 点 が 高 い者

ほ どバ ー ンア ウ ト得 点 が 高 い こ とが 示 され て い る。 さ ら

に,後 藤 の調 査 で は,バ ー ンア ウ トの 関 連要 因 と して,

GHQの 他 に 顕 在 的不 安 の高 さや ス トレ ス認 知,細 胞 性

免 疫 の低 下(DPあ る い はMBI総 得 点 が 高 い 人 は,NK

細 胞 活 性 やCD57+CD16+の リ ンパ 球 に 占 め る割 合 が低 い こ

と)が 関係 して い る こ とが報 告 され て い る34)。

バ ー ンア ウ トの緩 衝 要 因 に つ い て は,患 者 か ら感 謝 さ

れ て い る な ど の 相 互 性 の 認 知37,38),SOC(Senseof

Coherence:首 尾 一 貫 感 覚)39),構 造 化 さ れ た エ ンパ ワ

メ ン ト40)が,バ ー ンア ウ トに 抑 制 的 に作 用 す る こ とが報

告 され て い る。SOC39)は,イ ス ラ エ ル の心 理 学 者 で あ る

Antonovsky(1979,1987)に よ り提 唱 され た概 念 で,

ス トレ ッサ ー や人 生 上 の危 機 に 成 功 的 に対 処 し,そ れ ら

が もつ 人 間 の成 長 促 進可 能 性 を 現 実 の もの とす る個 人 あ

る い は 集 団 の 能 力 の こ とで あ る。SOCは,有 意 味 感

(ど ん な に辛 い こ とに対 して も意 味 を見 い だせ る感 覚),

把 握可 能 感(ど ん な こ と も 自分 の 行 動 と結 果 が 関 連 して

い る と い う感 覚),処 理 可 能 感(自 分 が よ か れ と思 う行

動 を 最 後 ま で 成 し遂 げ られ る とい う感 覚)の3因 子 か ら

な り,SOCと い う感 覚 の 強 さ と心 身 の ス トレス 反 応 の

問 に非 常 に強 い関 連 が あ る こ とが 分 か って い る39)。イ ス

ラ エ ル のOrlyら は,看 護 師 を対 象 と し た認 知 行 動 的 介

入 を行 い,SOCが 有 意 に向 上 した こ とを報 告 して い る41)。

他 方 で,イ ラ ンのHazratiら は,女 性 看 護 師 を対 象 と し

た 認 知 行 動 的 介 入 を 行 い,脱 人 格 化 や 個 人 的 達 成 感 の 減

退 に 対 して は効 果 が あ る もの の,情 緒 的 消 耗 感 に は効 果

が な い と報 告 して い る")。 認 知 行 動 療 法 は,ア メ リカ の

Beck42,43)に よ って1970年 代 に 開発 され た うつ 病 の短 期 療

法 で あ る。 大 野44)によ れ ば,認 知 行 動 療 法 は,自 動 思 考

(気 持 ちが 大 き く動 揺 した状 況 で 自然 に 湧 き起 こ って く

る思 考 や イ メ ー ジ)に 注 目 し治 療 を進 め る こと に よ って,

認 知 の 偏 りを 修 正 しな が ら,不 快 な 感 情 を 軽 く し,問 題

に適 切 に対 処 で きる よ う手 助 けをす る もの で あ る。通 常,

人 は 自分 が 置 か れ て い る状 況 を 絶 え ず 主 観 的 に判 断 し適

応 し続 けて い る。 しか し,強 い ス ト レス を 受 け る等 の 特

別 な 状 況 下 で は,そ の 判 断 に偏 りが 生 じ,非 適 応 的 な 反

応 を 示 す よ うに な る。 そ の 結 果,抑 うつ 感 や 不 安 感 が 強

ま り,非 適 応 的 な 行 動 が 引 き起 こ され,さ ら に認 知 の 歪

み が 強 くな る とい う悪 循 環 が 生 じる と され て い る44)。

バ ー ンア ウ トの 概 念 は,現 在,ポ ジテ ィ ブ心 理 学 に よ

る ワ ー ク エ ンゲ イ ジ メ ン ト45)とい う概 念 の誕 生 や バ ー ン

ア ウ トが1990年 代 以 降,対 人 援 助 職 か らす べ て の 職 種 に

対 象 を 拡 大 し た こ と に 伴 い,emotional　 exhaustion

(情 緒 的 消 耗 感)はexhaustion-energy(消 耗 感 一活 力)

に,depersonalization(脱 人 格 化)はcynicism-involve

ment(冷 笑 一没 頭)に,personal　 accomplishment(個

人 的 達 成 感)はinefficacy-efficacy(無 力感 一 効 力 感)

に拡 大 されて いる。 この3徴 候 が否 定 的 に反応 す る とバ ー

ンア ウ トの 状 態 に,肯 定 的 に反 応 す る と エ ンゲ イ ジ メ ン

トの 状 態 に あ る と され,こ の バ ー ンア ウ トと エ ンゲ イ ジ

メ ン トは,そ れ ぞ れ 一 直 線 上 の 対 極 的 な 位 置 にあ る と考

え られ るよ うに な って い る12)。

3.諸 外国 とわが国 におけ る看護 師,新 人看護 師

を対象 と したバ ー ンアウ トに関す る論文数 の

年次推移(図1,図2)

諸 外 国 とわ が 国 に お け るバ ー ンア ウ ト研 究 の 動 向 を 知

るた め,諸 外 国 の研 究 論 文 を広 く掲 載 して い るPubMed

と わ が 国 の 医 学 系 の 研 究 論 文 を 掲 載 して い る医 学 中 央

雑 誌(オ ン ライ ンデ ー タ ベ ー スweb　 ver.5.0)の デ ー タ

ベ ー ス を用 い て ,「 バ ー ンア ウ ト」,「看 護 師 」,「新 人 看



護 師」,「新卒 看 護 師」,「Burnout」,「graduate　 nurses」,

「novice　nurses」 を キ ー ワ ー ドと し,集 録 開始 か ら最新

ま で の 研 究論 文 を検 索 した。 看護 師 を対 象 と した バ ー ン

ア ウ トに関 す る研 究(図1)は,PubMedで は1978年 を

筆 頭 に2549件 が,医 中誌 で は1985年 を筆 頭 に669件 が ヒ ッ

ト した。

新 卒 ・新 人 看護 師 を対 象 と した バ ー ン ア ウ トに 関 す る

研 究(図2)は,PubMedで は1991年 を筆 頭 に65件,医

中誌 で は2000年 を筆 頭 に60件 が ヒ ッ ト した。 バ ー ン ア ウ

トに 関 す る研 究 は,国 内外,看 護 師,新 人 看護 師 を 問 わ

ず,2005年 以 降 は 急 激 に増 加 す る傾 向 に あ った。2005年

以 降 に急 増 した理 由 と して は,先 進地 域 を 中心 に 問題 と

な って い る少 子 ・高 齢化 に伴 う労 働 力 人 口 の 減 少 問題 に

よ って,労 働 者 の メ ン タル ヘ ル ス に対 す る関心 が 高 ま っ

て い る こ との 他 に,2002年 のAikenら46)に よ るバ ー ン ア

ウ トに 関 す る研 究 報 告 の 影 響 は大 き い と予 測 さ れ る。

Aikenら は,ア メ リカ の23万2342人 の患 者 と1万185人

の 看護 師 を対 象 に,看 護 師 不 足 が 患者 の ア ウ トカ ムに 与

え る影 響 を調 査 し,看 護 師 の 担 当 患者 が1人 増 え る ご と

に,患 者 の死 亡 率 が7%上 昇 す る と報 告 して い る46)。

新 人 看護 師 を対 象 と した バ ー ンア ウ トに 関 す る研 究 の

成 果 と課 題 を検 討 す るた め,PubMed,医 中 誌 に加 え て,

各 分 野 の論 文 を広 く掲 載 して い る国立 情 報 研 究 所論 文情

報 ナ ビゲ ー タCiNii,Google　 Scholarを 用 い て 幅広 く論

文 を検 索,概 観 した 。 言 語 は英 語,日 本 語 を,キ ー ワ ー

ドは 「Burnout」and「Nurse」,「Burnout」and「gra

duate　 nurse」,or「novice　 nurse」,「 バ ー ンア ウ ト」

と 「看 護 師」,「バ ー ン ア ウ ト」 と 「新 卒 看 護 師」,も し

くは 「新 人 看護 師」 を検 索 条 件 と した 。 そ の うち,特 定

の 臨 床 領域 や部 署 に 限 定 した 報 告 は除 外 し,会 議 録 や 解

説 で はな い論 文 の 形 式 を と った 研 究 論 文 を 抽 出 した 。 そ

の結 果,該 当 す る研 究論 文 は63件 で あ り,こ れ らを 分 析

対 象 と した。

4.新 人看護 師のバー ンアウ トの実態

1)バ ー ンア ウ ト状 態 に あ る 新 人 看 護 師 の 割 合

就 職 後3ヶ 月,7か 月,11か 月 時 点 にお け る横 断 調 査

に よ る と,わ が 国 の 新 人 看 護 師 の6～7割 が バ ー ンア ウ

トに 陥 って い る状 態,も し くは臨 床 的 に うつ 状 態 にあ っ

た47～49)。看 護 師 経 験 年 数 別 の 調 査 で は,1年 目 が最 も悪

い 状 態 を示 す 報 告 と7,47),2年 目や3年 目が 最 も悪 い 状

態 を 示 す 報 告 が あ り8,19),一 致 した結 果 は得 られ て い な

い 。 井 奈 波 らの 横 断 調 査 で は,経 験1年 未 満 のバ ー ン ア

ウ トの割 合 は55.2%(16/29名)に 対 して,2年 以 上 の

者 で23.2%(42/181名)と 低 い こ とが 示 さ れ て い る47)。

図1諸 外 国 と わが 国 に お け る 看護 師 を 対 象 と した バ ー ンア ウ トに 関 す る 論 文 数 の 年 次 推 移

注)図1に は,新 卒 ・新 人看 護師を対 象 としたバー ンア ウ トに関す る論文数を含む



図2諸 外国とわが国における新卒・新人看護師を対象としたバーンアウ トに関する論文数の年次推移

同様 に,Suzumuraら の調 査 に お い て も,MBIの 各 下 位

尺 度 の上 位(平 均 値+1標 準 偏 差以 上)と 下 位(平 均 値

+1標 準 偏 差 未 満)の 者 の割 合 につ い て,オ ッズ 比 を 目

的変 数 と した変 数 選 択 多重 ロ ジス テ ィ ッ ク分 析 を 行 った

と ころ,経 験 年 数1年 未満 の者 は1年 以 上 の者 に比 べ て,

情 緒 的 消 耗 感 が3,07倍 高 い(就 職 後11ヶ 月 時 点)こ とが

報 告 さ れ て い る50)。

これ らに対 して,Ohueら の 横 断調 査 で は,情 緒 的 消

耗 感 と個 人 的達 成 感 の減 退 の平 均 点 が 最 も高 い年 代 は,

20～25歳 で,経 験 年 数 で は,経 験3年 目 で あ っ た16)。

Rudmanら に よ る看 護 基 礎 教 育 課 程 最 終 学 年 か ら卒 後3

年 ま で の コホ ー ト調 査 で は,就 職 後2年 目が 最 も平 均 点

が高 い こ とが 示 され て い る19)。

2)就 職 後 の 時 期 に よ る 主観 的 ス トレス 反 応 の 変 化

新 人 看護 師 の主 観 的 ス ト レス は,就 職 後 の 時 期 に よ り

異 な る こ とが 示 され て い た。 就 職 後3か 月,も し くは6

か 月 を ピー ク に低 下 す る もの と して は,バ ー ンア ウ ト7),

抑 うつ7),離 職 意 図7),ア イ デ ンテ ィ テ ィの 拡 散51)があ

り,就 職 後 に 徐 々 に 低下 す る もの と して は,対 患者 関 係

に お け る相 互 性 の認 知8,52),自 己効 力 感53),SOC8),ア

イ デ ンテ ィテ ィの達 成51)があ る。

山本 らの調 査 に よ れ ば,相 互 性 の認 知 は,情 緒 的 消耗

感 と脱 人 格 化 に抑 制 的 な 作 用 を もつ こ とが 示 さ れ て い

る8,52)。相 互 性 の認 知 尺 度 は,山 本 らがErikson(1964)

の 生 涯 発 達 理 論 の 相 互 性 を 基 盤 に開 発 され た 尺 度 で,成

長 感 と支 援 役 割 感 の2因 子 か ら成 る る8,52)。成 長 感 の 方

が支 援 役 割 感 よ りバ ー ンア ウ トを緩 和 す る とされ て お り,

成 長 感 の質 問 項 目 は,「 私 は看 護 等 を通 して,自 分 が 成

長 した と思 う」 な どで,支 援 役 割 感 は 「私 は,看 護 等 を

通 して,自 分 が な くて はな らな い 存 在 だ と感 じさせ て も

らえ た 」 な どで あ る。

そ の他 に,Rudmanら に よ る ス ウ ェ ー デ ンの26大 学

の卒 業 生1700名 を 対 象 に 行 わ れ た コ ホ ー ト調 査(最 終 学

年 の2月 と卒 後11,23,35か 月 時点)で は,2人 に1人

が1年 目の2月 か ら2年 目の2月 にか けて バ ー ンア ウ ト

の 平 均 得 点 が 有 意 に 高 くな って お り,5人 に1人 は卒 後

3年 間 の ど こか で バ ー ンア ウ ト得 点 が 非 常 に高 くな って

い た 。 さ らに,バ ー ンア ウ トの 変 化 の 仕 方(全 く変 化 な

し等)に よ り参 加 者 を8の ク ラス タ ー にわ けて,バ ー ン

ア ウ ト,抑 うつ,離 職 意 図 の 推 移 を み た と こ ろ,こ れ ら

は,ほ ぼ 並 行 して プ ロ ッ ト し,こ れ らの 間 に関 連 が あ る

こ とが 確 認 され て い る19)。

5.新 人看護 師の離 職行動,離 職願 望 ・離職 意図

とバー ンアウ トとの関連

1)退 職者と就業継続者との比較研究

実際に退職 した者と就業継続者の違いを比較 した研究

は5件 で,退 職者は就業継続者よりバーンアウト得点が



高 く,仕 事 の失 敗 や 人 間 関係,他 者 の言 動 に 否 定 的 な影

響 を受 け る こ と,仕 事 や職 場 へ の 不 満 足 感,ピ アサ ポ ー

トの な さ が 原 因 で 退 職 し て い た こ と が 示 さ れ て い

る13～15,54,55。

Suzukiら は,就 職 後3～9ヶ 月 と10～15ヶ 月 の 各 期

に お け る退 職 者 と就 業継 続 者 を対 象 に,離 職 の 関 連要 因

を調 査 した と ころ,各 期 と もに バ ー ン ア ウ ト得点 の 高 さ

が離 職 要 因 とな って い る こ とが 明 らか に な って い る13,15)。

具 体 的 に は,就 職 後3～9か 月 期 で は,バ ー ン ア ウ ト得

点 の高 さ の他 に,看 護 専 門学 校 卒 で あ る こ と,希 望 しな

い部 署 へ の配 属 に対 す る不 満,ピ ア サ ポ ー トが な い こ と

との 関 連 が15),就 職 後10～15ヶ 月 期 で は,バ ー ンア ウ ト

(身 体 的 ・情 緒 的 消 耗 感)得 点 の 高 さ の他 に,職 場 へ の

不満,東 京 に あ る施 設 に勤 務 して い る こ と との 関 連 が認

め られ て い る13)。

そ の他 に,退 職 者18名 と就 業継 続 者20名 を対 象 に した

調 査 で は,退 職 者 の み の経 験 と して,実 践能 力 不 足 の 自

覚,疲 弊 感 の 蓄積 や人 間 関 係 の 未形 成,脅 威 を 感 じる厳

しい指 導,努 力 に対 す る未承 認 ・否定 的 な評 価 が報 告 さ

れ て い る55)。同 様 に,年 度 途 中 に退 職 した者 は,勤 務 継

続 者 に比 べ て,対 人 関係 と職 場 支援 度 に お い て 強 い ス ト

レス を 感 じて い る と報 告 され て い る54)。しか し,疲 弊 感

の 蓄積 や実 践能 力 不足 の 自覚 に つ い て は,就 業 継 続者 に

お い て も経 験 して い る こ とが 報 告 さ れ て お り56),一 致 し

た見 解 は得 られ て い な い。

2)就 業 継 続 者 の離 職 願 望 や離 職 意 図 との 関 連

就 業 継 続 者 の離 職 願 望 や離 職 意 図 とバ ー ン ア ウ トとの

関連 を検 討 した研 究 は多 く,国 内 で は主 にx二 乗 検 定 や

分 散 分 析,重 回帰 分 析 に よ って,海 外 で は主 に共 分散 構

造 分 析 に よ るモ デ ル検 証 に よ って 関 連 性 が 確認 され て い

る。

バ ー ンア ウ トと離 職 願 望 の 関連 につ い て ,x二 乗 検 定

を 行 った と こ ろ,離 職 願 望 はバ ー ンア ウ トで な い者 の

61.5%(8名/13名)に,バ ー ンア ウ ト状 態 に あ る者 の

93.7%(15/16名)に 認 め,有 意 差 が 確 認 され て い る27)。

ま た,水 田 らの調 査 に よ れ ば,就 職 後3ヶ 月 時 に は65.7

%(65/99名)の 新 人 看 護 師 に,1年 後 に は47.1%(41/

87名)の 新 人 看護 師 に離 職 願 望 が あ り,辞 め た い 理 由 と

して は,仕 事 の失 敗 が最 も多 く,次 い で 人 間 関 係 が 挙 げ

られ て い た57)。

そ の 他 の離 職 願 望 に関 連 す る要 因 と して は,GHQ57),

SOC7),職 務 不 満 足14),ピ アサ ポ ー トの な さ14),職 場 の

人 間 関係,先 輩,医 師,業 務 の忙 しさ,怒 られ る こ とに

対 す る不 安58),新 人 看 護 師 の仕 事 に対 す る ニ ー ズ と環 境

か ら提 供 され る支 援 にお け る不 一 致20)が報 告 され て い る。

離 職 意 図 ・離 職 願 望 が 含 ま れ た バ ー ン ア ウ トに 関 す る

モ デ ル検 証 は4件 で あ った。

カ ナ ダの3年 未 満 の 看 護 師 を 対 象 と した 調 査 で は,看

護 師 長 の リー ダー シ ップ は,職 場 内 の い じめ を 減 ら し,

職 務 満 足 度 を 高 め る。 ま た,職 場 内 の い じめ は,情 緒 的

消 耗 感 が 高 ま り,職 務 満 足 度 の 低 下 につ な が り,最 終 的

に離 職 意 図 につ なが る こ とが モ デ ル で実 証 され て い る59)。

JD-R(Job　 Demands-Resource　 Model)モ デ ル の 実

証 研 究 で は,過 重 業 務 や 職 場 内 の い じめ は情 緒 的 消 耗 感

を 高 め,精 神 的 不 健 康 や 離 職 意 図 につ な が る。 一 方 で,

心 的 資 源(個 人 の 心 理 状 態 を ポ ジテ ィ ブ に発 展 させ る こ

との で き る4つ の要 素 で あ る 自 己効 力 感:self-efficacy,

楽観 主 義:optimism,期 待:hope,回 復 力:resilience)

や仕 事 の コ ン トロー ル 感,支 援 的 な 職 場 環 境 は,ワ ー ク

エ ンゲ イ ジ メ ン トにつ な が り,離 職 意 図 を 軽 減 す る こ と

が 示 され て い る60)。

古 屋 らの 調 査 で は,役 職 の な い3交 代 勤 務 を して い る

看護 師 を 対 象 に 調 査 を 行 い,バ ー ンア ウ トは,自 尊 感 情

の 低 下 と看 護 職 に 対 す る絶 望 感 の 高 ま り によ り情 緒 的 消

耗 感 と脱 人 格 化 が 生 起 され,脱 人 格 化 の 進 行 の 結 果 と し

て,看 護 師 の離 職 願 望 は高 ま る こ とが報 告 され て い る18)。

同 様 に,Ohueら は,量 的 ・質 的 な労 働 負 荷 や 患 者 との

葛 藤 は情 緒 的消 耗 感(emotional　 exhaustion:EE)に,

看 護 ス タ ッフや 患 者 との 葛 藤,役 割 葛 藤,量 的 ・質 的 な

労 働 負 荷 は脱 人 格 化(depersonalization:DP)に,患

者 と の葛 藤,役 割 葛 藤,量 的 ・質 的 な労 働 負 荷 はDPに

影 響 す る こ とが 示 され て い る16)。

他 方 で は,離 職 願 望 で はな く,新 人 看 護 師 の 職 場 へ の

定 着 願 望 を プ ライ マ リー ア ウ トカ ム と した コ ホ ー ト調 査

が 行 わ れ て お り,看 護 師 と し て の 自 己 概 念(self-

concept)が 就 職 後6ヶ 月 以 降 に形 成 さ れ,自 己概 念 の

形 成 は,職 場 定 着 率 との 間 に関 連 が あ る こ とが 報 告 され

て い る61)。

6.青 年期後期 の特徴 とバ ー ンアウ トとの関連

1)青 年 期 後 期 の 特 徴:ア イ デ ンテ ィテ ィの 危 機(拡

散)

新 人 看 護 師 の多 く は,Erikson62)の 提 唱 す る生 涯 発 達

理論 上,青 年 期 後 期 に あ た る。 社 会 が 変 化 す る中 で,わ

が 国 の 現 代 の青 年 にErikson理 論 の ア イ デ ンテ ィテ ィの

危 機 が 実 際 に生 じて い るの か を調 査 した研 究 が あ る63)。

この 調 査 に よ れ ば,ア イ デ ンテ ィ テ ィが 拡 散 した 大 学 生

は,GHQ得 点 が顕 著 に高 い こ と が わ か っ て お り,現 代

の 青 年 に お い て もEriksonの ア イ デ ン テ ィ テ ィの危 機 は

顕 現 して い る と述 べ られ て い る。 そ の 他 に,谷 の 調 査 で

は,18歳 ～22歳 の 大 学 生 に お い て,ア イ デ ンテ ィテ ィ は

年 齢 が 高 い ほ ど同 一 性 の 感 覚 は高 くな る こ とが 示 され て

い る64)。



アイデンティティ(自 我同一性)は,青 年期を特徴づ

ける発達的概念で,「 私 とは誰か」に対する答えである

と同時に,「私 とは何か」に対する答えを準備するもの

である,と されている。精神分析学者であるEriksonは,

人の発達を社会や人間関係からとらえ,生 涯発達理論を

提唱 した。青年期後期の発達課題 は,そ れまでに積み上

げてきた自己の感覚や同一化を仕事やその社会を通じて,

自らのアイデンティティを再構築することにある。課題

の達成には,重 要な他者 との関わりが必要であり,課 題

の達成 と引き換えに,忠 誠(自 分にとっても大切な他者

に対 しても誠実でありながら,自 分の力を発揮できる能

力)を 獲得することができる62)。

青年期のアイデンティティの危機(拡 散)に 伴う症状

発作について,Eriksonは 神経症,あ るいは精神病の症

状・発作 との間には類似点があるものの,青 年期は病気

ではな く標準的な危機であるとしている。神経症や精神

病による危機がある種の自己永続的な病的傾向,防 衛エ

ネルギーの消費の増大,深 刻さを増す心理・社会的な孤

立によって定義されるのに対 して,標 準的な危機の場合,

比較的に可逆性があり,手 に入れるエネルギーも豊富で

ある。このエネルギーは,眠 っていた不安を呼び醒まし,

新たな葛藤を引き起 こすが,他 方で,新 たな機会や集ま

りを探 して楽 しんで参加する場合には,新 たに拡大され

た自我機能を支援 して くれる,と されている65)。

2)ア イデンティティとの関連

新卒看護師のアイデンティティについては,就 職1年

目から2年 目にかけアイデンティティの拡散 は高まり,

その後は高値が持続する一方で,ア イデ ンティティの達

成は就職1年 目から2年 目にかけて急激に低下 し,3年

目では停滞し,そ の後上昇傾向にあることが示されてい

る51)。この調査では職業的同一性地位テス トが用いられ

ており,ア イデンティティの拡散に含まれる質問項目は,

「できるだけ早い時期に今の職業を辞めたいと思 う」な

どの離職願望,離 職意思に関する意識で,ア イデンティ

ティ達成の質問項 目は,「私は,現 在の職業が好きだし,

職業人である自分に誇 りをもっている」などの現在の職

業に関する肯定的な意識を示 している。

他方で,看 護学生の職業的アイデ ンティティについて

は,看 護専門学校の3年 生を対象にエキスパー ト・モデ

ル授業を行い,授 業前後の職業的アイデンティティと自

己効力感,評 価懸念(他 者から否定的な評価を受 けるこ

と,お よびそれを予測することに対 して感 じる不安の程

度の個人差)の 変化を比較 した結果,授 業後は職業的ア

イデンティティと自己効力感が高まり,評 価懸念は低下

していたと報告 されている66)。

職業的アイデンティティは,Eriksonの 生涯発達論を

基 盤 に,個 人 の 職 業 に お け る意 識 や 感 覚 を 表 す もの と し

て,「 自分 に と って 仕 事 は何 な の か,社 会 の 中 で仕 事 を

通 じて,自 分 は どの よ うな 存 在 で あ るの か,あ りた い の

か とい う個 人 の 意 識 。 あ るい は,職 業 を 通 して 自分 ら し

さを 確 か め,自 分 ら しさを 育 て て い く職 業 的 姿 勢 」 と定

義 され て い る もの で あ る68)。

新 卒 看 護 師 の アイ デ ンテ ィテ ィの 確 立 に関 連 す る要 因

と して,バ ー ンア ウ ト得 点 の 低 さや 患 者 か ら受 け る肯 定

的 反 応 へ の認 知(患 者 ・家 族 か ら感 謝 さ れ て い る と感 じ

て い る こ と,患 者 の心 身 の 回 復 を感 じて い る こ と),先

輩 看護 師 の ロ ー ル モ デル が あ る こ とが報 告 され て い る48)。

一 方 で
,患 者 関 係 に お け る認 知 とバ ー ンア ウ トの 関 連 に

つい て,上 野 らに よ れ ば,患 者 に不 満 が あ る,患 言 の 言

葉 を 軽 視 して い る等 患 者 を 否 定 的 に評 価 す る者 は,患 者

が 理 不 尽 な 要 求 を した 等 の 患 者 ス ト レ ッサ ーが 高 ま る と

DP得 点 が 高 くな る こ とが 示 さ れ て い る38)。同様 に,荻

野37)の調 査 で は,患 者 関 係 に お け る肯 定 的 な認 知 は,バ ー

ン ア ウ トの緩 衝 要 因 で あ る こ とが 示 唆 さ れ て お り37),患

者 関 係 に お け る認 知 は,バ ー ンア ウ トの 予 防 と新 人 看 護

師 の アイ デ ンテ ィテ ィの 確 立 に と って,重 要 な 要 素 で あ

る と解 釈 で き る。

3)GHQと の 関 連

一 般 的 に
,青 年 期 に はGHQ得 点 が 高 い傾 向 に あ る と

言 わ れ て お り36),GHQと ア イ デ ン テ ィテ ィの 拡 散 に 関

連 が あ る こ とが 示 され て い る63)。GHQ28(28点 満 点)

は,概 ね5点 以 下 が 健 常 者 と され るが,青 年 期 は平 均 点

が 高 い傾 向(6.6～7.8)に あ る た め概 ね11点 以 下 が健 常

者 と さ れ る36)。新 卒 看 護 師 のGHQ得 点 に つ い て は,就

職 後3ヶ 月 時 点 に お い て 平 均 得 点 ± 標 準 偏 差14.9±6.6

と非 常 に高 く,就 職 後6か 月 後,1年 後 と徐 々 に改 善 す

る こ とが 報 告 さ れ て い る57)。具 体 的 に は,就 職 後3ヶ 月

時 に お い て,新 卒 看 護 師 の79.8%(79名/99名)が 中 程

度 以 上 の 「不 安 と不 眠 」 に,33.3%(33/99名)の 看 護

師 が 中 程 度 以 上 の 「うつ 傾 向 」 に あ り,GHQの 高 い 者

は,離 職 願 望 が 高 い 傾 向 に あ った 。 そ の 他 の 調 査 で は,

GHQの 関 連 要 因 と して,自 尊 感 情 や充 実 感64),精 神 的

要 因,職 場 の 人 間 関 係,仕 事 の や りが い,楽 しさ,実 践

能 力67)との 関連 が 明 らか に な って い る。

GHQと バ ー ンア ウ トと の 関 連 につ い て は,就 職 後14

か 月 時 のGHQと,情 緒 的 消耗 感 や 脱 人 格 化,離 職 意 図,

抑 うつ との 間 に 関 連 が あ る こ とが 報 告 され て い る7)。

4)リ ア リテ ィ ・シ ョック との 関 連

リア リテ ィ ・シ ョ ック は,数 年 間 の 専 門 教 育 と訓 練 を

受 け,卒 業 後 の 実 社 会 で の 実 践 準 備 が で きた と考 え て い

た に もか か わ らず,実 際 に 職 場 で 仕 事 を した 時 に,ま だ



準 備 が で きて い な い と感 じる新 卒 専 門職 者 の 現 象 や 特 定

の シ ョ ッ ク反 応 で あ る と され68,69),身 体 的 ・心 理 的 ・社

会 的 な症 状 を 呈 し70),深 刻 化 す る とバ ー ンア ウ ト71)や早

期 離 職7273)を引 き起 こす ことが 報 告 され て い る。

就 職 後3か 月 時 点 で26.2%(246/940名)74),65.2%(

45/69名)75),就 職 後6ヶ 月 時 に は46.4%(32/69名)75),

就 職 後7～8か 月 時 に は55%(99/163名)76)の 新 人 看 護

師 が リア リテ ィ ・シ ョ ック状 態 に あ る とさ れ,就 職 後3

か 月 に ピー クを迎 え,3～9か 月 で 回 復 す る傾 向 に あ る

こ とが 示 され て い る肌75)。性 差 で は,女 性25.7%(227/

882名)よ り男 性45.5%(15/33名)の 方 が 高 い傾 向 に あ っ

た74)。

リア リテ ィ・シ ョ ック の測 定 に つ い て は,独 自 の質 問

項 目が 用 い られ て い る もの67,74,77),GHQが 用 い られ て い

る も の75)とさ ま ざ まで あ っ た。 水 田 は,日 本 語 版GHQ

短 縮版28(GHQ28)得 点 が12点 以 上 を リア リテ ィ ・シ ョッ

ク反 応 を 示 して い る者 とみ な し,就 職 後3ヶ 月 と6ヶ 月

時点 に お け る調 査 を行 い,3ケ 月 時 は65.2%(45/69名),

6ヶ 月 時 は46,4%(32/69名)の 新卒 看 護 師が リア リテ ィ・

シ ョッ クに 陥 り,約3割 が 改善 して い た と述 べ て い る。

この 改善 群 で は,6ヶ 月 時 に お け る看護 技 術 に 関 す る苦

痛,患 者 お よ び 家族 へ の対 応 に 関 す る苦 痛,勤 務 形 態 に

関 す る苦 痛 が有 意 に軽 減 し,ソ ー シ ャル ・サ ポ ー トの知

覚 が 有 意 に増 加 して い た75)。これ に対 して,糸 嶺 らは,

学 校 で受 け た教 育 と実 践 との違 い に 戸惑 う こ と はあ りま

す か の設 問 に,い つ も,と き ど き,ほ とん どな い,全 く

な い で 回答 を得 て,そ れ ぞ れ を群(い つ も,と き ど き,

ほ とん どな い,全 くな い)に 分 けて い る。 そ して,各 群

のMBIの 下 位 尺 度 平 均 点(Lewiston式 総 合 得 点 の平 均

点 と標 準 偏 差)を 算 出 し,全 対 象 に お け る平 均点 以上 で

あ った 「い つ も群 」 を リア リテ ィ ・シ ョッ クあ り とみ な

して い る74)。

リア リテ ィ・シ ョ ック の リス ク要 因 と して は,仕 事 量

の多 さ,身 体 的疲 弊,離 職 意 思,転 職 の意 向,ア サ ー テ ィ

ブネ ス の 低 さが 報 告 さ れ て い る74)。ま た,リ ア リテ ィ ・

シ ョッ クの緩 衝 要 因 と して,勤 務 形 態 に 関 す る苦 痛 の 少

な さ,看 護 技 術 に 関 す る苦 痛 の少 な さ,患 者 及 び 家族 へ

の対 応 に 関 す る苦 痛 の少 な さが報 告 され て い る75)。

他 方 で は,新 人 看護 師 が経 験 す る葛 藤 に 着 眼 した 研 究

が 行 わ れ,看 護 職 のWork-Life　 Balance(WLB)の 希

望 と現 実 が一 致 しな い とバ ー ンア ウ トに つ な が る こ とが

報 告 され て い る78)。同 様 に,上 司 の支 援 や ス タ ッ フの チー

ム ワ ー ク,ラ イ フの 尊 重 が あ るWLB風 土 は,シ ニ シズ

ム や抑 うつ が低 い こ とが 示 され て い る79)。

看 護 基 礎 教 育 側 か らの視 座 と して は,後 藤 らに よ る レ

ビ ュ ー69)と馬 場 に よ る横 断調 査76)が行 わ れ て い た。 後 藤

らは レ ビュ ーを通 して,新 人 看 護 師 の移 行 体 験 の焦 点 は,

技術的技能を含む能力面と,役 割や社会化を含む概念面

にわけられると述べられている。さらに,論 文内には,

大学の学部最終学年を対象として行った施設主導のプロ

グラム2件 の紹介や新卒看護師や看護学生の能力を測定

するためのい くつかの有用な測定用具が紹介 されてい

た69)。馬場は,新 人看護師を対象に,看 護基礎教育課程

別で リアリティ ・ショック状態 に差があるかを,MBI

を用いて検証 した結果,違 いはないと報告 している76)。

5)新 人 看 護 師 に 求 め られ る 能 力 と新 人 看 護 師 が 感 じ

る 困 難

看 護 技 術 の 習 得 度 とバ ー ンア ウ トの 関 連 につ い て,野

口 ら は,2年 目看 護 師 に 対 して 調 査 を 行 い,1年 以 内 に

ひ と りで で きな い 技 術 の 多 さ とバ ー ンア ウ トが 関 連 して

い る こ と,経 験 の 機 会 が な い 技 術 の 多 さ とバ ー ンア ウ ト

との 関 連 を 明 らか に して い る。 また,こ の 調 査 で は,採

用 時 す で に ひ と りで で きて 欲 しい技 術 と して,師 長 の

54.4%(31/72名),指 導 者 の32.7%(32/117名)が ス ト

レ ッチ ャー 移 送 を 挙 げ て い る。 一 方 で,2年 目看 護 師 は

就 職 時 を 振 り返 り採 用 時 す で にひ と りで で き る と回 答 し

た 者 は19.6%(18/92名)で,実 際 の 新 人 看 護 師 の技 術

習 得 度 に 対 して,指 導 者 や 師 長 の 期 待 は高 い 傾 向 にあ る

こ とが 示 され て い る80)。

他 方 で,大 下 らの 調 査 で は,新 人 看 護 師 が ス ト レス を

感 じた こ と と して,対 応 の 仕 方 な どの ミス で 患 者 に悪 影

響 を 及 ぼ す と き,慣 れ な い 仕 事,知 らな い 仕 事 を 任 され

た と き,急 変 時 に 即 座 に 対 応 しな けれ ば な らな い と き,

同 じ患 者 が 頻 繁 に ナ ー ス コー ル を 押 して くる と き,能 力

を超 え た 要 求 を され た と き,常 に注 意 を 払 わ な けれ ば 事

故 が 起 こ る可 能 性 が あ る と きが 報 告 され て い る49)。

7.新 人 看 護 師 の バ ー ンア ウ トに 関 す る モ デ ル 検 証

Laschingerら は,カ ナ ダ の 急 性 期 病 院 の 新 卒 看 護 師

を 対 象 に,バ ー ンア ウ トに関 す る因 果 モ デ ル を い くつ か

検 証 して い る。Laschingerは,職 場 で 看 護 師 が 自分 の

仕 事 に 対 して 積 極 的 で,自 信 が もて るよ う に援 助 で き る

仕 組 み と して,ワ ー ク・エ ンパ ワメ ン トを提 唱 して い る。

ワー ク ・エ ンパ ワメ ン ト理論 は,構 造 的 エ ンパ ワ メ ン ト,

精 神 的 エ ンパ ワ メ ン ト,仕 事 の 効 果 の3つ の 概 念 か ら成

り,構 造 的 エ ンパ ワ メ ン ト(向 上 す る機 会,イ ンフ ォ ー

メー シ ョ ン,サ ポ ー ト,リ ソ ース,フ ォ ーマ ル な 権 限,

イ ンフ ォ ーマ ル な 権 限)が 高 ま る と精 神 的 エ ンパ ワ メ ン

ト(意 味 や 意 義 を 見 出 す こ と,自 己 決 定,影 響 力,仕 事

を 遂 行 して い く能 力 が あ る と思 う こ と)も 高 ま り,結 果

と して 仕 事 の 効 果 も高 ま る と され て い る8')。

2006年 に は,Kanterの 組 織 で 働 く人 々 の エ ンパ ワ メ

ン トモ デ ル とLeiter,MaslachのWork　 Engagement/



Burnout理 論 の 統 合 モ デ ル を検 証 した 結 果,構 造 化 さ

れ た エ ンパ ワメ ン トを受 けた新 卒 看護 師 は,仕 事 に 積極

的 に な り,そ の こ とに よ り情 緒 的消 耗感 が抑制 され,バ ー

ンア ウ トしに く くな る こ とが報 告 され て い る40)。

2010年 に は,構 造 化 され た エ ンパ ワメ ン トは,職 場 内

の い じめ が減 り,職 場 内 の い じめ はバ ー ンア ウ トの3因

子 そ れ ぞ れ に つ な が り,情 緒 的 消耗 感 は シニ シズ ムに,

そ して シニ シズ ム は効 力感 の減 退 に つ な が る こ とが 示 さ

れ て い る81)。2012年 に は,2004年 に発 表 さ れ たLeiter,

Maslachの 仕 事 の た め の6つ の戦 略 モ デ ル82)につ い て検

証 し,肯 定 的 な心 理 的 資 源 は職 場 適 合 度 を 良 く し,い じ

め経 験 を 減 らす。 心 理 的 資 源 と職 場 適 合 度 は情 緒 消耗 感

を軽 減 し,い じめ経 験 は情 緒 的 消耗 感 と シニ シズ ムを増

大 さ せ る。 さ らに,情 緒 的 消耗 感 は シニ シズ ムに つ な が

る。 情 緒 的 消耗 感 は身体 的 不健 康 に つ な が り,身 体 的 不

健 康 と シニ シズ ム は精 神 的 不健 康 に つ な が る こ とが報 告

さ れ て い る83)。

8.お わ り に

新 人 看護 師 を対 象 と した バ ー ンア ウ トに 関 す る研 究 を

概 観 した結 果,わ が 国 の新 人 看護 師 の 多 くが バ ー ン ア ウ

ト状 態 に あ り,青 年 期 に特 徴 的 なGHQが 高 い状 態 にあ っ

た。 バ ー ンア ウ トは,離 職 の予 測 変数 で あ り,離 職 の 関

連 要 因 は,仕 事 の失 敗 や 人 間 関係,他 者 の言 動 に対 す る

否 定 的 な認 知,仕 事 や職 場 へ の 不 満 足,ピ アサ ポ ー トの

な さ等 で あ った。 研 究方 法 と して は,横 断 調 査 に 比 べ て

縦 断調 査 や コホ ー ト調 査,介 入研 究 は少 な く,今 後 さ ら

な る知 見 の 蓄積 が課 題 で あ る。 リア リテ ィ ・シ ョ ックに

つ い て は,シ ョッ ク反 応 の 測 定方 法 が異 な り,単 純 に は

比 較 で き な い現 状 に あっ た。 しか しな が ら,Suzukiら

の コホ ー ト調 査2)を 含 めて考察 す る と,リ ア リテ ィ ・シ ョ ッ

クの長 期 化 は,バ ー ンア ウ トや離 職 を 引 き起 こす こ とが

示 唆 さ れ た。

新 人 看 護 師 が 直 面 す る不 安 や葛 藤,GHQ得 点 の 高 さ,

ア イ デ ンテ ィ テ ィの 拡 散 は,Eriksonの 生 涯 発 達 理 論62)

上,一 時 的 な現象 で あ り,正 常 な発 達 段 階 で あ る65)。従 っ

て,こ の 時期 を い か に 所 属 す る社 会 や組 織 内 の 他者 か ら

の承 認 を得 て,仕 事 を通 した 自我 を 確立 す るか が重 要 な

鍵 とな る。 新 人 看護 師 の バ ー ンア ウ トに 関 す る研 究論 文

を概 観 した結 果,患 者 ・家 族 か らの肯定 的 な フ ィー ドバ ッ

ク(感 謝 等)や 患 者 関係 に お け る肯 定 的 な認 知 は,バ ー

ンア ウ トや ア イ デ ンテ ィテ ィの拡 散 の 抑止 力 とな る こ と

が報 告 され て い る。 しか しな が ら,新 人 看護 師 の 多 くが

バ ー ンア ウ ト状 態 に あ る こ とか ら,患 者 ・家族 か らの 承

認(肯 定 的 な フ ィー ドバ ッ ク:感 謝 等)を 十 分 に知 覚 で

きて い な い こ とが予 測 され る。 青 年 期 の心 理 的特 性 の ひ

とつ に,他 者 の 言 動 に 影 響 され や す く,被 害 的 予 測(自

分 と は無 関 係 か も しれ な い で き ご とを,自 分 が そ の で き

ご との対 象 な い し,被 害者 で あ る と過 剰 に判 断 す る傾 向)

が 生 じや す い こ と が報 告 され て い る84,85)。患 者 ・家 族 か

らの 承 認 に つ い て も,こ の 青 年 期 に特 有 な 被 害 的 予 測 が

影 響 して い るの で はな い か とい う こ とが 考 え られ る。 山

崎 らの調 査 で は,大 学 生 の95.3%(303/318名)が 被 害

妄 想 様 観 念 を体 験 して お り84),こ の 傾 向 は,高 校 生 よ り

大 学 生 の 方 が 高 い との報 告 も あ る85)。一 般 看 護 師 を対 象

と した 調 査 は1件 あ り,被 害 的 予 測 とバ ー ンア ウ トとの

問 に関 連 が あ る こ とが示 され て い る86)。一 方 で,被 害 的

予 測 の 体 験 率 が 高 い で あ ろ う新 卒 看 護 師 を 対 象 と した 研

究 はな く,今 後 の 検 討 課 題 で あ る。

今 回,レ ビ ュー した 研 究 の うち,客 観 的 デ ー タ は離 職

行 動 を 除 くと1件 の み で34),客 観 的 デ ー タ を蓄 積 す る こ

との 難 し さが 伺 え る。 バ ー ンア ウ トやGHQは,主 観 的

ス ト レス反 応 で あ る12)。そ の 個 人 が 危 機 的 状 況 に あ るか

否 か を 他 者 が 見 極 め る こ と は難 し く,他 者 が 見 極 め る こ

との で き る反 応 や行 動 の特定 が望 まれ る。 しか しなが ら,

明 らか に な って い る反 応 は,仕 事 や 職 場 に関 す る不 満 足

感 や 離 職 意 図,患 者 に 対 す る否 定 的 な 認 知 の み で あ り,

知 見 の 蓄 積 が 課 題 で あ る。 主 観 的 デ ー タの み で 構 成 され

る研 究 の 方 法 論 的 な 問 題 に つ い て,主 観 的 ス ト レス 反 応

と生 理 学 的,行 動 科 学 的 な 客 観 的 デ ー タを 融 合 させ る こ

と は時 期 尚 早 で あ り,混 乱 を 招 く可 能 性 が あ る との 指 摘

が あ る87)。Lazarusに よ れ ば,主 観 的 ス トレ ス反 応 は,

必 ず し も関 連 要 因 の存 在 の み で規 定 され る もので はな く,

そ の 要 因 を 個 人 が い か に 認 知(評 価)す るか によ って,

そ の 反 応 の 大 き さ は異 な る。 従 って,情 動 や ス ト レス に

関 す る研 究 に お い て 重 要 な こ と は,主 観 的 ス ト レス が 客

観 的 ス ト レス や 事 実 と合 致 して い るか 否 か で はな く,個

人 が 自分 の 身 に 起 きて い るで き ご と につ い て,ど の よ う

に 感 じ,ど の よ うに 解 釈 して い るか とい う こ とで あ る,

と して い る。 す な わ ち 、 自己 報 告 で 得 られ た 結 果 は,観

察 法 な どで 得 られ た 結 果 以 上 の 価 値 を もち,さ ら に,こ

の2つ の 結 果(自 己 報 告 で 得 られ た 結 果 と観 察 法 等 で 得

られ た 結 果)の もつ 意 味 は,全 く異 な る もの で あ る と し

て い る。 ス ト レス や 情 動 に関 す る研 究 にお い て,こ う し

た 点 を混 同 す る こ とな く使 い 分 け る必 要 が あ る こ と を

Lazarusは 示 唆 して い る87)。

最 後 に,カ ナ ダのLaschingerら の 報 告 に は,職 場 内

の い じめ や 構 造 化 され た エ ンパ ワ メ ン トな ど,わ が 国 の

新 卒 看 護 師 の バ ー ンア ウ ト研 究 に はみ られ な い 新 た な 視

座 が 含 まれ て い た81)。ま た,北 米 や ス ウ ェ ー デ ンな どで

は大 規 模 デ ー タが 蓄 積 され る仕 組 み が 構 築 され て お り,

今 後,大 規 模 デ ー タを 構 築 す る シス テ ムの 導 入 が 望 まれ

る。 本 稿 に は,わ が 国 と諸 外 国 の知 見 が混 在 し して お り,



知見の利用にあたっては,文 化的背景による規範 ・価値

の違いをは じめ,看 護基礎教育課程や職場環境の違いを

含めた熟慮が必要 と思われる。
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